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　瀬戸川渓谷は、一級河川・吉野川水系の瀬戸川に広がる自然豊かな

渓谷で、早明浦ダムの上流に位置している。さらに上流には、揚水式

発電用の「稲村ダム」がある。

周囲を1000ｍ級の山々に囲まれ、県内でも指折りの紅葉スポットとし

て知られる美しい渓谷である。「アメゴが登れず引き返す」と伝えられ

る名所・アメガエリの滝をはじめ、渓谷沿いには遊歩道や吊り橋も整備

されており、季節ごとの自然を楽しみながら散策することができる。
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【瀬戸川渓谷】
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新年のご挨拶

新年のごあいさつ

会　　長　和 田　富 雄
一般社団法人 高知県設備協会

　新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、つつがなく新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
また、関係官庁並びに業界団体の皆様には、日頃より格別のご指導とご支援を賜り、厚く御礼
申し上げます。
　昨年を振り返りますと、米国における相互関税施策の影響により世界経済が大きく揺れ動い
た一年でございました。また、いわゆる「2025 年問題」が現実味を帯び、日本が本格的な「超
高齢社会」へ突入することに伴い、労働人口の減少、社会保障費の増加、医療・介護分野の負
担増など、社会全体への深刻な影響が懸念された年でもあります。
　このような状況下において、日本経済は緩やかな成長が続くと見込まれる一方、海外経済の
動向や物価上昇の影響など不確実性も依然として大きく、引き続き慎重な見極めが求められて
おります。
　建設分野においても、資材単価の高騰や納期遅延など厳しい環境が続いておりますが、建設
投資は堅調に推移しており、業界として持続的成長を図る好機でもあります。しかしながら、
深刻な「人手不足」は喫緊の課題であり、いかに建設業界へ新たな担い手を迎え入れるかが問
われております。
　国土交通省においては、2024 年に「担い手３法（建設業法・入契法）」が改正され、厚生
労働省との連携のもと、人材確保・育成、処遇改善、働き方改革、生産性向上を柱とした取り
組みが進められております。これらは 2025 年 12 月に全面施行され、その効果に大いに期待
するところであります。
　これらを踏まえ、建設業界全体で進む「働き方改革」への対応と併せ、「2025 年問題」を
見据えた持続可能な産業構造への転換が求められております。今こそ、DX 推進、生産性向上、
人材育成の強化など、未来を見据えた取り組みを一層加速させていく必要があります。
　当協会におきましても、業界の仕事内容や魅力を広く発信する取り組みとして、高校生を対
象とした設備見学会の開催、在職者向けの電気・電気通信施工管理士資格取得を目指す準備講
習会、さらには技術・技能の向上を目的とした各種講習会の実施など、人材育成と定着支援に
引き続き努めてまいります。
　本年も業界の発展に向けた各種事業に積極的に取り組んでまいりますので、皆様には変わら
ぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、会員の皆様をはじめ関係各位のご健勝とご多幸を心より祈念申し上げ、新年のご挨
拶とさせていただきます。
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新年のご挨拶

年頭のごあいさつ

濵 田　省 司
高知県知事

　新年明けましておめでとうございます。高知県設備協会並びに会員の皆さまには、日頃から
県行政全般にわたり、ご支援とご協力をいただき厚くお礼を申し上げます。
　近年、人手不足の深刻化や物価高騰など、多くの課題が続く中、建設・設備業界の皆さまに
は、地域の基盤整備を支え、県民生活の安定と向上に多大なご尽力をいただいております。ま
た、貴協会には、本県と「大規模災害発生時における支援活動に関する協定」を締結していた
だいております。災害発生時の復旧活動を積極的に支援していただくこのような取り組みに対
して、深く敬意を表するとともに、心から感謝申し上げます。
　県では、県政の最重要課題である人口減少問題へ対応すべく、持続可能な人口構造への転換
に向け、若者の所得向上や「共働き・共育て」の推進といった一連の施策の抜本強化に取り組
んでいます。目指すべき高知県像として、「いきいきと仕事ができる高知」、「いきいきと生活
ができる高知」、「安全・安心な高知」を掲げ、その実現に向けて総合的に施策を展開していま
す。
　さて近年、建設業界では、高齢化の進行に加え、次世代を担う若者の入職者が少ない状況が
続いており、人材の確保が喫緊の課題となっております。県民の皆さまが安心して社会活動や
経済活動を営むためには、会員企業の皆さまの確かな技術力が不可欠であり、その担い手とな
る技術者を将来にわたり安定的に確保していくことが重要であると考えています。
　このため県では、建設業の人材確保に向けて労働環境の改善に注力しているところであり、
週休二日制工事の推進や、熱中症対策の実施等による安全衛生対策の強化に取り組んでいます。
引き続き、現場の作業環境向上と働きやすい職場づくりを進め、生産性の向上を図ってまいり
ます。
　また建築分野では、木造・木質化や省エネ・再エネの推進によるグリーン化を積極的に進め
ています。県立学校体育館の空調整備や県有施設の照明 LED 化などを積極的に進めるととも
に、計画的な修繕による長寿命化とライフサイクルコストの削減に努めています。
　さらに、本年の主要事業として、「こうち動物愛護センター（仮称）」、「高知龍馬空港新ター
ミナル」の整備など、県民の皆さまの暮らしに直結するプロジェクトを着実に推進してまいり
ます。
　今後とも、県民の皆さまが将来にわたり希望を持ち続けることができる「安全・安心な高知」
の実現に向け、全力で取り組んでまいりますので、引き続きのご支援、ご協力をお願いいたし
ます。
　結びに、本年が高知県設備協会並びに会員の皆さまにとりまして、実り多い一年になります
ことを心からお祈り申し上げ、年頭のご挨拶といたします。
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新年のご挨拶

新年のご挨拶

会　　長　文 挾　誠 一
一般社団法人 日本電設工業協会

　皆さま明けましておめでとうございます。謹
んで新年の御挨拶を申し上げます。皆さまには
当協会の活動に対し日頃から多大なご支援を賜
り、この場を借りまして心から御礼申し上げます。

　さて、我々、電設業は、いかなる状況下でも、
社会生活を維持するために必要不可欠な職業で
あり、その従事者は、いわゆるエッセンシャル
ワーカーとして、ＡＩには取って代わることが
できません。先の能登半島地震における活動の
ように、「災害発生時に、いち早く現場に駆け
付け、電気の復旧を通して、被災地の生活を支
え、早期の経済活動の回復にも貢献」しており
ます。
　また、2050 年のカーボンニュートラルな社
会の実現に向け、我々電設業界、電設技術に期
待される役割は、増々大きくなってきております。

　昨年を振り返りますと、データセンター、オ
フィスビルなどの旺盛な需要を背景に、会員の
業績も堅調に推移していることに加え、お客さ
まのサービスに応える電設技術の貢献も非常に
大きいものであったと認識しております。
　 昨 年 5 月 に 大 阪 で 開 催 し た JECA FAIR 
2025 は、出展者数、小間数ともに大阪開催で
は過去最大規模で開催することができ、多くの
来場者が、電設技術・製品の開発・進歩に触れ、
電設業界の力強さや将来に魅力を感じていただ
けたものと思います。また、今回新しい試みと
して、学生・学校関係者を取りまとめ、「JECA 
FAIR 見学会」を開催する場合に、交通費の全
額助成を行った結果、学生の来場は 25 校、
708 名でした。次世代を担う若手に仕事のやり
がい、業界の魅力を知ってもらう良い機会と
なったと思っています。
　昨年 11 月に広島で開催された会員大会にお
いて、第 7 回目となる働き方改革アンケート調
査を報告致しました。その中で、「週休二日制」
については、前回の調査では、現場従事者の月
間休日取得の状況では、「４週 6 休」が 52％と
主流でしたが、2024 年度には、時間外労働の
上限規制や、業界としての働き方改革の取り組
み進めたことなどから、月間の休日が二日増え

「４週 8 休」が 42％と主流となってきておりま
す。しかしながら、「現場一斉閉所」を実施し
ている企業はまだ27％にとどまっており、今後、
更なる魅力ある電設業界へと進めるため、『土
日、現場一斉閉所』に向けて活動を進めてまい
ります。また、各社の技術者の月平均・時間外
労働（45 時間以上）の割合は、通常期と繁忙
期では大きく異なり、繁忙期になると 45 時間
を超える現場技術者割合が一挙に多くなると報
告されていますので、この点についての改善も
進めていかなければなりません。

　これらの課題を改善するため、昨年末には、
前回同様日本空調衛生工事業協会と共同で、「働
き方改革の推進」について、元請となる建設業
団体に対して申入れを行いました。会員におか
れましては、「働き方改革の推進申入れ」活動
の継続をお願い申し上げます。一方では、我々
業界の会員企業においても、DX を利用した現
場支援、いわゆるバックオフィスにより、クラ
ウドや AI を使って情報共有・作業効率を高め、
生産性を向上して頂くことが必要であります。

　私は昨年１年で、９つある支部と意見交換を
しました。共通する課題としては、担い手不足
が深刻になっていることです。次世代への人材
確保方策を強化する、特定技能外国人材を受け
入れることができる環境整備をするなど、担い
手確保に向けて業界の総力をあげて取り組む必
要があると思っています。昨年の会員大会では、

「働き方改革を深化させ、担い手確保に向けて、
業界の総力をあげて取り組もう !」を決議しま
した。電設協としても、また、会長としても、
先頭に立ち、実現に向けて、今後も最大限の努
力を続けてまいる所存であります。

　結びに、今年の干支は、「丙午（ひのえうま）」
です。この組み合わせは「情熱と行動力で突き
進む」といった縁起の良い意味を表しているそ
うです。干支にあやかり、本年が電設業界の新
たな挑戦・開拓の年となり、更なる発展と会員
企業の皆さまにとって満願成就の年となります
ようお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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新年のご挨拶

新年のご挨拶

会　　長　藤 澤　一 郎
一般社団法人 日本空調衛生工事業協会

　新年あけましておめでとうございます。日頃
より日本空調衛生工事業協会の活動に対し、格
別のご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上
げます。令和 8 年のはじまりにあたり、会員の
皆様、関係各位のご健勝とさらなるご発展を心
よりお祈り申し上げます。

　昨年一年間を振り返りますと、国内外の情勢
は依然として大きな変動にさらされました。1
月には「アメリカ・ファースト」を掲げるトラ
ンプ政権が再始動し、就任直後からの関税措置
により世界経済には不透明感が広がりました。
9 月の日米交渉妥結を経ても先行きはなお不安
定で、日本の産業界にも影響が及んでおります。

　4 月に開幕した「大阪・関西万博」では、開
幕当初の来場者数こそ伸び悩んだものの、その
後は徐々に人気を高め、最終的には 2,800 万人
を超える来場を記録し、全体として黒字を確保
いたしました。一方で、一部外国パビリオンの
工事遅延による未完成問題や工事費未払いな
ど、建設・設備業界として深い関心を寄せるべ
き課題も浮き彫りとなり、多くの教訓を残した
一年でもありました。

　政治の面では、7 月の参議院選挙で与党が過
半数を割り込み、石破総理が辞任を表明。総裁
選の紆余曲折を経て、公明党が連立を離脱し、
自民党と日本維新の会による高市内閣が発足い
たしました。高市総理は高支持率を背景に順調
なスタートを切りましたが、台湾情勢に関する
国会答弁を契機に中国との関係が悪化し、国際
環境の緊張感は依然として続いております。

　一方で、明るい話題もありました。11 月の
デフリンピック東京大会では、日本選手の活躍
が多くの感動を呼びました。科学分野では坂口
氏の生理学・医学賞、北川氏の化学賞と、2 名
がノーベル賞を受賞する喜ばしい出来事が続き
ました。また MLB では、大谷翔平選手がワー
ルドシリーズ連覇と３年連続４度目の MVP と
いう偉業を成し遂げ、日本のみならず世界中に
希望と活力を届けてくれました。

　国内では、例年を上回る猛暑により最高気温
や猛暑日数が各地で更新されるなど、気候変動

の影響が一段と顕著になりました。秋には熊に
よる被害が全国で発生し、工事現場においても
新たな安全対策の必要性が浮き彫りとなった一
年でした。

　このように社会・経済環境が激しく変化する
中で、建設業界も大きな転換期を迎えておりま
す。人手不足の深刻化、資材価格の高止まり、
脱炭素社会に向けた要求の高まり、建築物の高
機能化・省エネ化の加速など、空調衛生工事業
に求められる役割は一層多様化・高度化してい
ます。こうした環境において、品質確保と安全
管理の両面で不断の努力を続けておられる会員
企業の皆様に、改めて深甚なる敬意を表します。

　当協会におきましては昨年、担い手確保に向
けた長時間労働の是正、週休二日制・土日閉所
の拡大、生産性向上に資する BIM・DX の活用
力強化、カーボンニュートラル時代にふさわし
い設備技術の普及など、多岐にわたる取り組み
を進めてまいりました。特に若年技術者の確保・
育成は業界の未来を左右する重要課題であり、
本年も教育プログラムの充実や、働きやすい環
境づくりに寄与する情報提供・支援を継続して
まいります。

　さらに、地震や風水害など自然災害が頻発す
る中で、社会インフラの安全性を支える設備業
の使命はこれまで以上に重要性を増しておりま
す。本年は、レジリエンス強化に資する設備技
術の開発・導入、維持管理の高度化、人材の専
門性向上に努め、安心・安全な社会の実現によ
り一層貢献してまいる所存です。

　令和8年はどのような年になるのでしょうか。
空調衛生設備は人々の健康と快適性を支え、経
済活動を下支えする「社会の基盤」です。その
重要性は今後ますます高まってまいります。技
術革新を積極的に取り入れ、新たな価値を創造
し、業界一丸となって持続的な発展を実現して
まいりましょう。

　本年が会員の皆様にとりまして飛躍の年とな
りますよう心より祈念申し上げるとともに、引
き続き当協会の事業へのご理解とご協力をお願
い申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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令和７年度（2025年度）
第48回一般社団法人 高知県設備協会

定時総会開催

〈定時総会〉
○日　時　令和 7 年 5 月29日（木）　15：00～16：00
○場　所　城西館「日輪の間」
○出　席　64社（うち出席者27名、委任状21社、議決権16社）
○議　案　１号議案　令和 6 年度事業報告書承認の件

２号議案　令和 6 年度収支決算書承認の件
３号議案　令和 7 年度事業計画書（案）承認の件
４号議案　令和 7 年度収支予算書（案）承認の件
５号議案　会費徴収基準（案）承認の件
６号議案　役員の改選（案）承認の件

○開　会
　開会にあたり、和田会長より次のような挨拶があった。「日本経済は物価上昇の影響を受けつつも、賃金上
昇を背景に緩やかな回復基調にある。しかし、国際情勢やサプライチェーンの混乱によるリスクが懸念され
ている。令和 7 年度の建設投資は堅調な見通しである一方、建設業界では人手不足・高齢化・時間外労働規
制など多くの課題を抱えている。協会としては、会員企業が働き方改革や生産性向上に取り組める環境整備
を進めるため官公庁への協力要請や、資格取得支援、安全衛生法に関する講習など、人材育成にも一層力を
入れていかなければならない。
　本日の総会では、令和 6 年度事業報告及び収支決算報告、令和 7 年度事業計画案、収支予算案など多くの
議案を上程している。皆様には十分にご審議いただき､ ご承認を賜りたい｣
　その後、定款第16条の規定に基づき会長が議長席に着き、事務局長より総会の出席状況が報告された。続
いて議長が総会の成立を宣言し、岡村泰伸氏（㈱栄和電機）及び芳川清氏（㈱ヨシカワ設備）の 2 名を議事
録署名人として指名・選任したうえで、議案の審議に入った。

○審　議
　　事務局長から 1 号議案から 6 号議案までの説明が行われた。
　〇 1 号議案（令和 6 年度事業報告）について総会資料に基づき、詳細な事業報告が行われた。議長が出席者

に意見を求めたが、特に意見・質問等はなく、原案どおり承認可決された。
　〇 2 号議案（令和 6 年度収支決算）について総会資料に基づき、詳細な収支決算報告が行われた。その後、

植田監事より「会計処理は適正に行われていた」との監査報告がなされた。議長が出席者に意見を求めたが、
特に異議はなく、原案どおり承認可決された。

　〇 3 号議案（令和 7 年度事業計画）について事業計画書に基づき、提案説明が行われた。議長が諮ったところ、
特に異議はなく、原案どおり承認可決された。

　〇 4 号議案（令和 7 年度収支予算）について、収支予算書に基づき、詳細な提案説明が行われた。議長が諮っ
たところ、特に意見・異議はなく、原案どおり承認可決された。

　〇 5 号議案（会費徴収基準（案））について、電気工事部会および管工事部会からの異論等もないことから、
現行通りとする旨の提案説明が行われた。議長が諮ったところ、特に意見・異議はなく、原案どおり承認
可決された。

総会開催状況
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　〇 6 号議案（役員の改選（案））について、新役員の選任について意見を求めたところ、「執行部に一任」と
の発言があり、全員重任とする提案がなされた。これに対し、
全会一致で承認された。

　議長がその他の事項について意見・質問を求めたが、特になく、
すべての議案審議が終了したことを宣し、総会は 16：00 に閉会
した。

　この後、別室にて新理事による理事会が開催され、会長（代表
理事）和田富雄氏、副会長（業務執行理事）に荒川浩一氏、岡﨑
恒之氏、廣光宏昭氏、専務理事（業務執行理事）に明坂信孝氏が
それぞれ選任された。 新理事会開催状況

令和 7・8 年度役員

会　長 和田　富雄 ㈱東和設備 理　事 北川　雅規 黒潮電機㈱

（代表理事） （電気工事部会）

副会長 荒川　浩一 荒川電工㈱ 理　事 長崎　　一 ㈱一高設備

（業務執行理事） （管工事部会）

副会長 岡﨑　恒之 日進設備工業㈱ 理　事 橋本　博俊 橋本工業㈲

（業務執行理事） （管工事部会）

副会長 廣光　宏昭 ㈱高知電気 理　事 浜村　　敦 ㈱中村住設

（業務執行理事） （管工事部会）

専務理事 明坂　信孝 事務局 理　事 伊藤　章久 イトウ工業㈱

（業務執行理事） （管工事部会）

理　事 福井　竜太 四国電設興業㈱ 理　事 芳川　　清 ㈱ヨシカワ設備

（電気工事部会） （管工事部会）

理　事 岡村　泰伸 ㈱栄和電機 理　事 高橋　宏通 高栄設備㈲

（電気工事部会） （管工事部会）

理　事 小森　一哉 日興電設㈱ 監　事 植田　康一 ㈱昭和電気工業

（電気工事部会） （電気工事部会）

理　事 深瀬　博徳 ㈲深瀬電機 監　事 増本　正人 ㈱中島工務店

（電気工事部会） （管工事部会）

理　事 小野　和幸 ㈱井上電工 監　事 清藤　智彦 清藤会計事務所

（電気工事部会） （外部委員）
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一般社団法人高知県設備協会定時総会

令和７年度　（一社）高知県設備協会　役員・事務局

窓枠上：廣光宏昭　　浜村　敦

窓枠下：深瀬博徳　　小野和幸

後　列：三浦由喜子　瀬川博子
　　　　明坂信孝　　福井竜太
　　　　小森一哉　　長崎　一
　　　　植田康一　　増本正人

前　列：伊藤章久　　高橋宏通
　　　　芳川　清　　岡﨑恒之
　　　　和田富雄　　荒川浩一
　　　　岡村泰伸　　橋本博俊
　　　　北川雅規

《役員及び優良従業員表彰》
―受賞された皆さまおめでとうございます―

　定時総会終了後、役員及び優良従業員表彰式が執り行われました。
【役員の部】
　役員表彰として、お二方は３期（６年以上）にわたり理事として協会運営に積極的に携わり、設備工事業
界の発展に多大な貢献をされました。この功績により、功労表彰を受賞されました。
　受賞者を代表して、日興電設㈱の小森一哉様よりお礼のご挨拶をいただきました。

小森一哉　日興電設㈱ 伊藤章久　イトウ工業㈱

【会員従業員の部】
　同一企業に10年以上勤務し、技術と人格が特に優れ、他の模範となる会員企業の従業員の中から10名が
受賞されました。
　受賞者を代表して、紀和工業㈱の小松祐志様より謝辞をいただきました。
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一般社団法人高知県設備協会定時総会

大　平　茂　彦　　不二電気工芸㈱
北　川　祥　行　　不二電気工芸㈱
櫛　田　若　葉　　昭栄設備工業㈱
佐　田　裕　弥　　日興電設㈱
福　山　　　環　　荒川電工㈱

岡　林　研　二　　戸梶設備㈲
清　藤　大　海　　㈱東和設備
小　松　祐　志　　紀和工業㈱
弘　井　三　隆　　荒川電工㈱
山　本　　　亮　　日産電機㈱

≪ 懇親会 ≫
　定時総会、役員及び優良従業員表彰式に続き、弘瀬優・高知市副市長、県土木部の大野栄一副部長をはじ
め、県や高知市の幹部職員、顧問の久保博道県議会議員、業界関係団体の皆様など、多くのご来賓をお迎え
しました。また、賛助会員の皆様にもご参加いただき、懇親会は盛大に開催され、親睦と交流を深める貴重
な機会となりました。

受付状況 会長挨拶 来賓祝辞

顧問祝辞 中締め乾杯 懇親会風景

受賞者記念撮影

表彰状
授与

謝辞

　表彰式開始前、桑名龍吾高知市長におかれましては、ご公務
のお忙しい中、ご挨拶にお越しくださいました。
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2025年　事業の実施報告

2025年 事業の実施報告
人材育成・確保促進事業

〈事業の趣旨・内容〉

　建設業界では、担い手の確保が喫緊の課題となっています。この課題に対応するためには、若者層に対し
て業界の仕事内容や魅力を積極的に発信するとともに、現在働いている方々の能力向上や長期的な定着を図
る支援が重要です。
　当協会では、「人材育成・確保促進事業」の一環として、以下の取り組みを実施しています。
　　　　●電気・電気通信工事施工管理技術検定試験の準備講習会
　　　　●労働安全衛生法関連の講習会
　　　　●技術・技能講習会
　さらに、若年層の担い手確保を目的として、工業高校生との交流事業なども実施しています。これらの活
動を通じて、業界の将来を担う人材の育成と確保に努めています。

１. 電気・電気通信工事施工管理技士受検準備講習会
　当協会では、1 級および 2 級の施工管理技士資格の取得を支援するため、会員企業や県内の業界団体等か
ら受講者を募り、受検準備講習会を開催しています。
　しかし、管工事においては受講希望者が少なく、ここ数年は開催できない状況が続いたことから、本年度
より当面の間、講習会の開催を休止することとしました。代替措置として、他県で実施されている講習会の
情報を提供し、支援を行うこととしています。
　また、会員を対象に実施したアンケート調査では、電気通信工事講座への受講希望が多く寄せられました
が、実際に講習会の案内を行ったところ申込者が少なく、いずれの講座も開催には至りませんでした。これ
は業界への入職者が減少していることに加え、講習会で時間を拘束されるより、自分のペースで受検準備を
進めたいと考える方が増えているためと考えられます。
　本年度、開催できたのは 1 級電気工事講座のみでした。1 級講座は実施できたものの、2 級講座は受講希
望者が少なく、全体としては昨年度に比べ受講者数が減少しました。

令和７年度　電気・電気通信工事施工管理技士受検準備講習会
講　　座　　名 実　施　日 日数（時間数） 受講者数

電気工事　１級　一次検定 令和7. 6.14～ 6.16 3 （21） 7 名
電気通信工事　１級　一次検定 令和7. 8. 2～ 8. 4 3 （21） 中止
電気工事　１級　二次検定 令和7. 9.13～ 9.14 2 （14） 8 名
電気工事　２級　一次・二次検定 令和7.10. 4～10. 6 3 （21） 中止
電気通信工事　２級　一次・二次検定 令和7.10.11～10.13 3 （21） 中止
電気通信工事　１級　二次検定 令和7.11. 1～11. 2 2 （14） 中止

合　計（6 講座） 16 （112） 15 名
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2025年　事業の実施報告

電気１級一次 電気１級二次

２. 技術向上・現場安全管理業務等講習会
　講習会では、主に労働安全衛生法や技術・現場管理に関する内容を取り上げています。今年度のテーマは、
主に技術安全委員会によって選定されました。
　また、職場における熱中症対策については、労働安全衛生規則の改正法令が 6 月 1 日から施行され、事
業者に熱中症対策が義務づけられたことを受け、急遽「熱中症予防指導員研修」を開催しました。
　さらに、一般社団法人公共建築協会が 3 年ごとに実施している「公共建築工事標準仕様書」等に関する
講習会の運営を受託し、当協会において講習会を開催しました。

●研削砥石の特別教育講習会（技術安全委員会）
　　１．日　時　　令和７年５月13日（火）　9：00～16：00
　　２．場　所　　高知県設備会館　3階大会議室
　　３．講　師　　㈱四国安全研修センター
　　　　　　　　　　　田内　孝也　氏
　　４．受講者　　29名
　　５．その他　　CPD／CPDS認定講習

●足場の組み立て特別教育講習会（技術安全委員会）
　　１．日　時　　令和７年７月８日（火）　9：00～16：00
　　２．場　所　　高知県設備会館　3 階大会議室
　　３．講　師　　㈱四国安全研修センター
　　　　　　　　　　　前田　圭　氏
　　４．受講者　　24名
　　５．その他　　CPD ／ CPDS 認定講習

●「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版」
　　講習会（公共建築協会から運営受託）
　　１．日　時　　令和７年７月24日（木）　10：00 ～ 16：30
　　２．場　所　　高知会館　3 階　飛鳥の間
　　３．講　師　　一般社団法人　公共建築協会
　　　　　　　　　電気設備技術基準室長　和知　勝美　氏
　　　　　　　　　　　　　　教務専門員　岡林　晃二　氏
　　４．受講者　　30名
　　５．その他　　CPD ／ CPDS 認定講習



11

2025年　事業の実施報告

●「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和７年版」
　　講習会（公共建築協会から運営受託）
　　１．日　時　　令和７年７月25日（金）　10：00～16：30
　　２．場　所　　高知会館　3階　飛鳥の間
　　３．講　師　　一般社団法人　公共建築協会
　　　　　　　　　　　教務専門委員　寺内　　浩　氏
　　　　　　　　　　　教務専門委員　稗田　和可　氏
　　４．受講者　　30名
　　５．その他　　CPD／CPDS認定講習

●熱中症予防指導員研修講習会（技術安全委員会）
　　１．日　時　　令和７年８月５日（火）　9：00～12：30
　　２．場　所　　高知城ホール　2 階大会議室
　　３．講　師　　㈱四国安全研修センター
　　　　　　　　　　　田内　孝也　氏
　　４．受講者　　61名
　　５．その他　　CPD ／ CPDS 認定講習

●高知県発注工事における電気・機械設備の施工管理のための講習会（技術安全委員会）
　　１．日　時　　令和７年10月28日（火）　13：30～16：10
　　２．場　所　　高知城ホール　４階　多目的ホール、2 階大会議室
　　３．講　師　　高知県土木部建築課　チーフ（営繕企画担当）小松　淳子　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　橋田　拓賢　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チーフ（設備企画担当）土屋　　毅　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チーフ（電気設備担当）錨　　達史　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技査　門田謙一郎　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チーフ（機械設備担当）桑名　　正　氏

　　４．受講者　　84名
　　５．その他　　CPD ／ CPDS 認定講習

●建設業の適正取引等に関する講習会（経営委員会）
　　１．日　時　　令和７年12月3日（水）　13：30～15：30
　　２．場　所　　高知県設備会館　3階大会議室
　　３．講　師　　（公財）建設業適正取引推進機構
　　　　　　　　　　　多田　修　氏
　　　　　　　　　建設業労働災害防止協会
　　　　　　　　　　　千葉　幸則　氏
　　４．受講者　　10名
　　　　　　　　　※（一社）日本空調衛生工事業協会及び（一社）東京空調衛生工業会が共催する講習会

の WEB 配信をハイブリッド形式で受講させていただきました。
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３. 工業高校生との交流会

●工業高校生との現場見学等交流会（人材育成推進委員会）

　当協会では、平成 22 年より工業高校生を対象とした交流会を開催しております。施設見学会や学習会、
意見交換会などを通して、設備工事業界の仕事内容や魅力を知っていただき、将来の進路選択の参考として
もらうことを目的としています。
　令和 6 年度は、高知市文化プラザ「かるぽーと」において、下記のとおり実施しました。

１．開催日時　令和７年１月22日（水）　13：00 ～ 16：00

２．見学施設　高知市文化プラザ　かるぽーと

３．参 加 者　【学校】　　高知東工業高等学校（電子科１年）　　　　　34　（教員）２
　須崎総合高等学校（電気情報系学科１年）　　14　　　　 ２　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　48名　 　　４名
　　　　　　　　【講師・現場説明者】　４名
　　　　　　　　【協会】　　　　　　　６名

４．開催概要
　　集合写真

須崎総合高等学校高知東工業高等学校

●「電気設備工事監理指針　令和 7 年版」講習会
　　（公共建築協会から運営受託）
　　１．日　時　　令和７年12月17日（水）　9：50～16：15
　　２．場　所　　高知会館　3 階　飛鳥の間
　　３．講　師　　一般社団法人　公共建築協会
　　　　　　　　　　　電気設備技術基準室長　和知　勝美　氏
　　　　　　　　　　　　　　　特任技術主幹　和田　保久　氏
　　４．受講者　　19名
　　５．その他　　CPD ／ CPDS 認定講習

●「機械設備工事監理指針　令和 7 年版」講習会
　　（公共建築協会から運営受託）
　　１．日　時　　令和７年12月18日（木）　9：50～16：15
　　２．場　所　　高知会館　3 階　飛鳥の間
　　３．講　師　　一般社団法人 公共建築協会
　　　　　　　　　機械設備機材等評価部長　山田　晴行　氏
　　　　　　　　　　　　中国地区事務局長　竹内　耕一　氏
　　４．受講者　　14名
　　５．その他　　CPD ／ CPDS 認定講習
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2025年　事業の実施報告

開催状況 主催者挨拶

学習会・施設概要説明
　　　学習会では、（一社）日本電設工業協会および（一社）日本空調衛生工事業協会が制作したビデオを

上映し、電気・管工事業界の仕事内容を紹介しました。続いて、高知市の職員の方から、市役所内にお
ける設備関係の職場について説明をしていただきました。その後、協会専属の講師より、設備業界の業
務内容や国家資格、社会人としての心構えについて詳しい解説がありました。さらに、高知市役所の職
員から、「かるぽーと」内に設置されている電気設備および機械設備の概要について説明を受けました。

市役所の設備担当部署の紹介 学習会

設備見学会
　　　現場見学会では、「かるぽーと」内の電気・機械設備について見学しました。

設備見学状況

意見交換会・謝辞・閉会
　　　意見交換会では、「電気通信システムで障害が発生した場合の対応」や「施設の消費電力」、「電気工

事における持続可能な取り組み」などの質問が出された。生徒たちは講師の方々が分かりやすく説明し
てくれて疑問がすぐに解決しましたなどの感想が寄せられた。

　　　閉会にあたり、生徒代表から協会に対して感謝の言葉が述べられました。

ビデオ視聴 施設概要説明
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2025年　事業の実施報告

意見交換会

謝辞 閉会挨拶

生徒の感想
　　　代表して２名の方の感想文を紹介します。

高知東工業高等学校
電子科１年　倉橋　青杜　さん

　私は今回の見学会で今まで知らなかった新た
なことを学びました。その中でも特に興味があっ
たのは空調設備についてです。空気や湿度を調
整するということは知っていましたが、冷温水
を使用したりするという細かな仕組みは知りま
せんでした。また、検出器や調整器のような自
動制御設備の仕組みをさらに学びたいです。
　さらに、蛍光ランプでの生産終了に合わせて
省エネルギー化のために LED 照明に取り替えた
り、展示室照明は色々な用途に対応できるよう
に細かな調整がされていたり一括制御をされて
いると聞いてやっぱり技術者はすごいなと思い
ました。
　この学習会を通して、一つの建物だけでもた
くさんの人が関わっていて様々な苦労があるの
だなということを感じたとともに、私もこれか
らの学校生活を通して電気工事士などの資格を
取得して、このような人達に少しでも近づきた
いなと思いました。

須崎総合高等学校
電気情報系学科１年　白石　光輝　さん

　私はこの見学会で将来の選択肢を広げること
ができました。私は電気専攻ではなく、電子情
報専攻に所属しているので元々興味があったも
のはプログラミングだったのですが、今回の見
学会で配線など電気工事に興味が湧いてきたし、
プログラミングに関しても、「かるぽーと」の設
備だけでも多様なプログラムで制御していたの
で、とても参考になったと思っています。また、
学習会を通して電気系の仕事の内容なども知る
ことができ、どういったことをする仕事なのか
知る機会になったし、仕事内容のイメージがあ
る程度できると、本当に自分がしたい仕事が見
つかりやすくなるかなと思い、様々な仕事を調
べようとするきっかけになりました。このよう
な見学や学習会は貴重な経験だと思うし、人生
に影響することだと思うので、この見学会に参
加することができて良かったし、実際に参考に
なる部分も多くあったので、この経験をもとに
人生をより良くしていきたいです。
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2025年　事業の実施報告

●工業高校優秀卒業生の会長表彰（人材育成推進委員会）

　　当協会では県内設備系関係学科を卒業する優秀な高校生を対象に会長表彰を授与しています。
　表彰式には、来賓をはじめ保護者や教員のご参加のもと、高知市内のホテルで開催しました。

【表彰式】
　　・日　　　時　令和７年２月12日（水）　　13：30 ～ 14：30
　　・場　　　所　公立学校共済組合 高知会館　「飛鳥の間」
　　・受　賞　者　県立高知東工業高等学校　電子科　　　　　　　　　山﨑　風友真
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　電子機械科　　　　　　　大久保　優良覇
　　　　　　　　　県立高知工業高等学校　　電気科　　　　　　　　　伊藤　朱里
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　電気科　　　　　　　　　岡田　麻衣
　　　　　　　　　県立須崎総合高等学校　　電気情報系学科電気専攻　西森　蒼眞
　　　　　　　　　県立宿毛工業高等学校　　電気科　　　　　　　　　松井　真哉
　　・学校関係者　教師　３名、両親　２名
　　・来　　　賓　　　３名　高知県議会議員（顧問）　久保　博道
　　　　　　　　　　　　　　高等学校課課長補佐　岩河　忠信、指導主事　澤田　浩志
　　・協会関係者　　　９名

会長挨拶

記念写真

表彰状授与

受賞者の皆様

来賓祝辞

意見交換会
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2025年　事業の実施報告

環境美化ボランティア活動事業
１. 清掃活動
　当協会では、地域貢献活動の一環として、会員および賛助会員の従業員が地域の清掃・美化活動に積極的
に取り組んでいます。中でも高知市地区では、県や高知市が主催する一斉清掃に年 5 回参加を計画し、正
会員・賛助会員あわせて149名が参加しました。

≪高知市地区会員・賛助会員の清掃活動状況≫
　　・南国土佐観光びらき一斉清掃（高知市）　　令和 7 年 1 月29日　　　36名
　　・県民一斉美化清掃（県）　　　　　　　　　令和 7 年 2 月 2 日　　　21名
　　・浦戸湾七河川一斉清掃（県・高知市等）　　令和 7 年 3 月 9 日　　　20名
　　・環境美化早朝一斉清掃（高知市）　　　　　令和 7 年 6 月 6 日　　　33名
　　・秋のおもてなし一斉清掃（県）　　　　　　令和 7 年10月16日　　　39名

南国土佐観光びらき一斉清掃 県民一斉美化清掃 浦戸湾・七河川一斉清掃

環境美化早朝一斉清掃 秋のおもてなし一斉清掃 清掃状況

２. 第17回 環境美化協賛チャリティゴルフ大会
　環境美化協賛チャリティゴルフ大会は、令和 7 年10月18日（土）にパシフィックゴルフクラブにおいて、
会員・賛助会員・協会関係者98名の参加のもと開催いたしました。開催にあたり、多くの企業様よりご協
賛いただき、お陰様で盛況のうちに大会を終えることができました。また、参加者の皆様にはチャリティ募
金活動にご賛同いただき、誠にありがとうございました。

表 彰 者
　　優　　勝　池添　紀夫　　　　準 優 勝　松井　宏明
　　第 ３ 位　曽根　良介　　　　べスグロ　秋元　進哉
　　ドラコン　宇高　栄子、石川　沙矩眞、島村　健一、近藤　和人
　　ニアピン　永谷　正樹、池　　栄作、田中　　尚、田中　秀法
　　　　　　　秋元　進哉、廣光　宏昭、野村　和生、松井　宏明
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2025年　事業の実施報告

表彰式・懇親会
　表彰式・懇親会は、サウスブリーズホテル高知海月にて開催され、成績発表やゴルフ談議で大いに盛り
上がり、参加者同士の交流を深める貴重な機会となりました。

３. 清掃用具等寄贈
　環境美化協賛チャリティゴルフ大会の募金は、高知県に環境美化啓発活動のために「火ばさみ」を寄贈さ
せていただきました。贈呈式は、令和 7 年12月23日（火）に高知県西庁舎 4 階　林業振興・環境部長室に
て坂田部長に目録を手渡しました。

受付状況 プレイ風景

【協賛企業】

㈱四国日立高知支店・宮地電機㈱・共栄電機工業㈱・㈱大成商会高知営業所・清水酒販・渡辺パイプ㈱高知サー
ビスセンター・ダイキン HVAC ソリューション中四国㈱・TOTO ㈱・南四国ナショナル特機販売㈱・不二電気
工芸㈱・㈱東和設備

開会挨拶 乾杯 懇親会風景

成績発表 成績優秀者挨拶 中締め
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2025年　事業の実施報告

感謝状を頂きました

歓談状況

目録贈呈

大規模災害・防災支援事業
　本県では南海トラフ地震の発生確率が年々高まっています。当協会は、高知県及び高知市と防災協定を締
結し、大規模災害発生時には官庁からの支援要請を受け、公共建築物の設備点検・復旧に迅速に対応できる
体制を整えています。
　また、公共建築物が常に快適な状態を維持できるよう、防災支援事業の一環として、市町村から依頼を受
けた施設に対し、電気・機械設備の点検をボランティアで実施しています。

●公共建築設備点検パトロール（技術安全委員会）

　　・日　　時　令和７年11月15日（土）　10時00分～12時30分
　　・点検施設　四万十市多目的デイケアセンター、四万十いやしの里
　　・点検内容　電気・機械設備
　　・点 検 者　9 名（栄和電機・四国電設興業・南海ケーブルビジョン・日興電設・日進設備工業・濱田

水道工業・中村住設・大同設備）、事務局　1 名

点検スタッフ

点検状況 事前打合状況事前打合状況 点検状況
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2025年　事業の実施報告

公共工事受注対策事業
●各市町村への分離発注陳情（経営委員会）
　当協会では、上部団体である（一社）日本電設工業協会及び（一社）日本空調衛生工事業協会と連携し、
市町村に対して分離発注を要請しています。
　令和 7 年度は、県内を 5 つのブロックに分け、正副会長や経営委員会を中心に、地元理事のご協力をい
ただきながら活動を展開しました。

その他事業

●国土交通省四国地方整備局営繕部との意見交換会
　（一社）日本電設工業協会四国支部及び（一社）日本空調衛生工事
業協会四国支部の会員として四国地方整備局営繕部との意見交換会
に当協会からは和田会長、荒川副会長が参加しました。
　　開催日；令和７年９月26日（金）　　13：30 ～ 15：30
　　場　所；高松サンポート合同庁舎北館　1306・1307 会議室

●高知市との意見交換会（経営委員会）
　高知市の幹部職員と協会からは会長・副会長、経営委員会委員長、副委員長が出席し入札に関すること等
をテーマに意見交換を行いました。
　　開催日；令和７年10月20日（月）　　13：30 ～ 14：50
　　場　所；高知市役所本庁舎 5 階　527会議室

陳情状況
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新春懇談会

≪ 新 春 懇 談 会 ≫

　恒例行事である賀詞交換会「新春懇談会」は、令和 7 年 1 月28日にザ クラウンパレス新阪急高知で開催
されました。当日は高知市副市長 弘瀬優様、高知県土木部副部長（総括）横畠浩治様、高知県議会議員（顧
問）久保博道様をはじめ、県・高知市・関係団体の皆様にご来賓としてお越しいただきました。また、会員・
賛助会員の皆様にも多数ご参加いただきました。和やかで盛大な雰囲気の中、親睦と交流を深める貴重なひ
とときとなりました。

協会活動紹介受付状況 主催者挨拶

来賓挨拶

中締め乾杯音頭 懇親会風景

「定時総会 •懇親会」•「新春懇談会」開催日程が決定
～皆様のご出席をお待ちしています～

〇定時総会・懇親会　日　時　　令和８年５月29日（金）午後３時～
　　　　　　　　　　場　所　　城西館

〇新春懇談会　　　　日　時　　令和９年１月27日（水）午後６時～
　　　　　　　　　　場　所　　ザクラウンパレス新阪急高知
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受章者・受賞者の紹介

瑞宝単光章
受章おめでとうございます

松
まつおか

岡　　洪
ひろし

様
（昭栄設備工業㈱）

　設備工事分野における永年の卓越したご功績が高く評価さ
れ、このたび叙勲を受章されました。

高知市技能功労者表彰
受賞おめでとうございます

川
かわたけ

竹 温
よし み

三 様　　　機械加工技能者
（㈲長﨑電機）

　長きにわたり機械整備・修理工事に携わり、高度な職人技を培う
とともに、県内外から指導を求められるなど、後進の育成にも尽力
されていることが高く評価されました。
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交流のひろば

「つながり」と「視点」
定福寺　住職
豊永郷民俗資料館　主任学芸員　釣 井 龍 秀

　新年あけましておめでとうございます。高知県設備協会並びに会員の皆様におかれましては、す
こやかな新年をお迎えのことと存じ上げます。この度は掲載の機会を賜り、心より感謝申し上げます。

　定福寺は、高知県と徳島県の県境にある創建
1300年の真言宗智山派の寺院です。明治まで豊
永郷と呼ばれた地域にあり、平安時代作の仏像が
13体安置されています。古い風習が残ることか
ら、「日本の原風景が残る場所」とも言われます。
　かつて境内にはお堂を含め、経蔵（経典など史
資料の入った木造蔵）、寺子屋、剣道場など、12
棟の建物がありました。しかし、明治の変革の影
響を受け、残念なことに本堂以外は全て無くなっ

てしまいました。特に経蔵の史資料を失ったことは、現代まで多大な影響を与えています。

　嶺北地域の吉野川沿岸では、地域の人々の願いにより
定福寺だけが廃寺を免れました。当時の進甲住職は、数
十ヵ寺の寺院を自費で再建したと記録されています。明
治以降、御縁のある皆様の御助力を賜り、持仏堂・仁王門・
鐘楼堂・宝物殿などの再建が行われました。

　定福寺は1300年にわたり、お越しくださった方々や
先師たちの思いを支えてくださった方々の、御縁とつな
がりにより現在に至っています。先師の記録から、定福
寺は『祈る場所であり、学ぶ場所であり、集う場所である』
ことがわかります。

　文化の継承が難しくなる中、約60年前に先々代
義光師が収集を始め、以後学者や学生が中心とな
り収集された有形民俗文化財の指定を受けた民具
があります。民具は、定福寺を支えてくださった
人々が使用していた生活用具です。豊永郷文化を
残し活用するために、長老と20数年前から活動を
始め、多くの方々の御助力により、豊永郷民俗資
料館を開館することができました。
　『人と自然　道具と技術』をテーマに掲げた当
資料館は、ありがたいことにグッドデザイン賞や
四国建築賞大賞など多数の賞をいただきました。

≪交流のひろば≫
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交流のひろば

　来館者からいただく第一声は、殆どが
建物の外観や内装についての感想です。
　建物は基礎工事から始まり、設計士、
大工、設備の方々など多くのプロの職
人の技術により、ひとつひとつ丁寧な
仕事の積み重ねで完成いたします。一
方で完成後には、その仕事の多くは表
面からは見えなくなります。建設作業
を間近で観て来た私たちは、見えない
場所に素晴らしい技術と職人の思いが
あることを知っています。これらの思
いに少しでも触れて頂きたく、資料館

には職人の仕事の様子を一部展示させていただきました。

　見えないモノを見ようとする事は、
大事なことだと思います。心が動き、
興味を持ち、知ろうとしなければ、見
えないものなのです。また想像すると
いうことも大切だと思います。観よう
とするための様々な視点は、各人が心
で何かを感じなければ、観るという行
動になりません。仏教では、自分以外
に意思を伝える方法は、言葉と体を使
うことしかないとされています。その
言動の出発点は、心にあると考えます。
心で感じたことが、言動となり表現さ
れます。仏教はお釈迦さま以来、2500
年以上、心を見つめ続けてきた教えです。

　豊永郷文化は常に変化し、継承され
てきました。その中で、多くの方の心
が動くことによって「御縁（つながり）」
を頂き、多くの方の様々な「視点」と

「実践」により在り続けた寺院が、定
福寺です。

　定福寺は明治以来、再建を続け、本
年に講堂が完成いたします。講堂には、
成田山新勝寺伝来の２m50㎝の不動明王を御本尊に迎え、かつての経蔵・寺子屋の機能を現代に即
した形で再現し、地域文化の伝承の場所としても活用する予定です。地域文化の保存や豊永郷文化
を伝承することによって、新たな視点を多くの方にお届けできればありがたいと考え、研修も行っ
ています。
　また境内には土佐豊永万葉植物園があり、万葉集歌碑の横に歌碑に詠まれた草花や希少な花が咲
いています。
　機会があれば、豊永郷にお越し頂き、古の人々の思いを肌で感じて頂ければ幸いです。
　生活を支えてくださる皆様に感謝し、善い一年でありますことをご祈念申し上げます。
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行政官庁からのお知らせ
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行政官庁からのお知らせ
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行政官庁からのお知らせ
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行政官庁からのお知らせ
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行政官庁からのお知らせ
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行政官庁からのお知らせ
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行政官庁からのお知らせ

高知県からのお知らせ
土木部　土木政策課・技術管理課・建築課
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会議 ・ 講習会等

会議・講習会／関係会議等
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会員名簿
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会員名簿・編集後記

　昨年放送された NHK 連続テレビ小説「あんぱん」は、本県にゆかりのあるアンパンマンの作者・やなせ
たかし氏ご夫妻をモデルとした作品でした。自然な土佐弁を用いた演技が高く評価され、その魅力が広く注
目されるとともに、ゆかりの地を訪れる方が増えるなど、大きな経済効果をもたらしました。
　さて、「交流のひろば」では、大豊町・定福寺住職の釣井龍秀様より快くご寄稿を賜りました。さらに、
官公庁の皆様からも、年末のご多忙の折にもかかわらず、貴重な情報をご提供いただきました。
　おかげさまで、「龍馬のまち」第32号を無事に発行することができました。ご協力いただきましたすべて
の皆様に心より感謝申し上げますとともに、会員各位のご健康と、今後ますますのご活躍を祈念いたします。
　最後になりましたが、「龍馬のまち」発行にあたり、協賛広告にご協力いただきました関係者の皆様に、
改めて深く感謝申し上げます。 （Ｎ．Ａ）

◆ 編集後記 ◆

午年

編集委員（総務 ･広報委員会）

委 員 長　 小　森　一　哉
副委員長　 松　井　晶　久
委　　員　 片　岡　誉　文
委　　員　 山　下　　　裕
委　　員　 高　橋　宏　通
委　　員　 森　澤　龍　也

会報「龍馬のまち」第32号
編集人　総務・広報委員会
発行人　（一社）高知県設備協会
　　　　〒780-8031　　高知市大原町87-８
　　　　　　電　話　088-833-0559
　　　　　　ＦＡＸ　088-831-6425
印　刷　本山印刷株式会社
　　　　〒780-0052　　高知市大川筋２－６－11
　　　　　　　　　　　電　話 088-872-0661
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協　賛　広　告

一般社団法人 高知県設備協会・会報

2026年１月 第32号

　瀬戸川渓谷は、一級河川・吉野川水系の瀬戸川に広がる自然豊かな

渓谷で、早明浦ダムの上流に位置している。さらに上流には、揚水式

発電用の「稲村ダム」がある。

周囲を1000ｍ級の山々に囲まれ、県内でも指折りの紅葉スポットとし

て知られる美しい渓谷である。「アメゴが登れず引き返す」と伝えられ

る名所・アメガエリの滝をはじめ、渓谷沿いには遊歩道や吊り橋も整備

されており、季節ごとの自然を楽しみながら散策することができる。
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【瀬戸川渓谷】

高知県土佐郡土佐町

新年のご挨拶

　　・（一社）高知県設備協会　　　　　会長　和田　富雄
　　・　高知県知事　　　　　　　　　　　　　濵田　省司
　　・（一社）日本電設工業協会　　　　会長　文挾　誠一
　　・（一社）日本空調衛生工事業協会　会長　藤澤　一郎
第48回定時総会開催

2025年事業の実施報告

　　・人材育成・確保促進事業
　　・環境美化ボランティア活動事業
　　・大規模災害・防災支援事業
　　・公共工事受注対策事業
　　・その他事業
新春懇談会

受章者・受賞者の紹介

交流のひろば

行政官庁からのお知らせ

　　高知県商工労働部雇用労働政策課
　　高知県観光振興スポーツ部観光政策課
　　高知市総務部契約課
　　高知県土木部土木政策課・技術管理課・建築課
会議・講習会／関係会議等

会員名簿

編集後記

協賛広告
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